






































































































































に指名するよう応援演説を行った（InStyle.com, “Ann Romney wore de la
Renta at the Republican Convention,” Today, August 29, 2012, http://
thelook.today.com/_news/2012/08/29/13548691-ann-romney-wore-oscar-de-
la-renta-at-the-republican-convention?lite, last accessed January 18，2013）。
ドレスは大統領（候補）の夫人がよく用いるブランド「オスカー・ド・ラ・
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た（Rachel Elbaum, “Tracy Reese: Michelle Obama’s DNC dress will hit
shelves,” Today, September 6, 2012, http://thelook.today.com/_news/2012/
09 / 06 / 13703094-tracy-reese-michelle-obamas-dnc-dress-will-hit-shelves ? lite,





















Bertin: Couturière de Marie-Antoinette ）を併読するよう強く勧めたい。第
三身分のベルタンがファッションの力で期せずして身分社会を破壊していく
過程は実に痛快だし，請求書の金額から当時の経済状況をうかがい知ること
ができる。ベルタンは花柄の美しい衣装をロシア大公妃マリア・フョードロ
ヴナ（ロシアのエカテリーナ２世の息子，パーヴェル大公の妻）に提供した
が，パリの豪華な衣装は以前から関係のよくなかった義母の不興を買い，女
帝は婦人の衣装，髪型などを規制することで，息子夫婦に政治的メッセージ
を送った（同，pp．６２-６３）。何より，サポリの著作にはフランス革命の「後
日談」が描かれている。１７９３年２月，ベルタンはイギリスに亡命し，１７９５
年２月に帰国を果した。元王妃と取引のあったファッション関係者の中に
は，ナポレオンの皇后ジョゼフィーヌに作品を納入するようになった者もい
たが，ベルタンだけは復活できなかった。それは，彼女と王妃の結びつきが
あまりに強かったためである。１８１３年９月２１日，６６歳のベルタンは，オー
ストリア皇帝フランツ２世（マリー・アントワネットの甥）の娘マリー・ル
イーズをサン・クルー公園で偶然見かけ，心痛から危篤に陥り，翌朝心臓発
作で亡くなった（同，pp．１８４-１８５）。世界を変えた王妃とファッション・ク
リエーターの物語が終わった瞬間であった。
（かるべ・けいこ／法学部教授／２０１４年１１月２６日受理）
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